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The aim of this study is to support track & field athletes to keep their motivation. Our approach is based on collection, 

extraction, and visualization of athlete’s activities by using blog articles. We collect blog articles written by amateur track & 

field athletes. We extract menus, quantity, and the detail of training menus from these articles. We use the hidden Markov 

model (HMM) to extract these data. We then visualize the training and record data as graphs and tables. We provide athletes 

with various graphs and tables such as the distance graph. 

1. はじめに 

ある目標を達成するための努力を継続するにはモチベーショ

ンが高いことが重要である．モチベーションには，内発的動機

づけと外発的動機づけの 2 種類が存在する．内発的動機づけ

は，好奇心や関心によって動機づけられることであり，一方，外

発的動機づけは報酬や何らかの目的を達成するために動機づ

けられることである．ある学校で，学習面におけるライバルをもつ

生徒の実態調査の研究が実施された[1]．調査によると，学習面

でのライバルを持つ生徒の成績は，ライバルを持たない生徒よ

りも高いことが報告されている．しかし，必ずしも闘える，もしくは

お互いに意識を高め合うライバルが身近に存在するとは限らな

い．そこで，本研究では陸上競技を取り上げ，競技に取り組む

選手に対し，陸上競技をテーマとするブログ記事から練習内容

や大会記録を抽出し，選手に提示することで，選手の外発的動

機づけを高めるシステムを開発する． 

 本研究の目的は，スポーツや勉強といった分野で個人のモ

チベーション維持を支援するシステムを構築することである．シ

ステムの利用者が取り組む分野において他の人々の活動を収

集し，利用者に提示することで，利用者のモチベーション維持

を支援する．陸上競技選手のブログは，日々の活動を表現する

活動内容と実力の指標である大会記録が掲載されている．ブロ

ガがシステムを利用する陸上競技選手と同等の実力を持ってい

るライバルと仮定した時，ブログから活動内容を抽出し，更にそ

こから活動量を抽出することで時系列的に可視化し，ブロガが

どの時期にどのトレーニングを多めに行っているか，また同じト

レーニングの量をユーザと比較できることから，常にライバルと

なる選手の活動動向を知ることができるため，競争的なモチベ

ーション維持が期待できる． 

筆者らはこれまでに陸上競技ブログからの活動内容と大会記

録の抽出に取り組んできた．これまで正規表現を用いて抽出を

用い，活動内容は，精度は 67.3%，再現率は 58.3%であった．

一方，大会記録は，精度は 80.9%，再現率は 73.9%であった

[2]．しかしながら正規表現を用いた活動内容の抽出手法では，

予め経験則に基づいた抽出パターンを登録する必要があり，ま

た未知のデータに対して頑健ではなかったため，機械学習手

法の 1つである Hidden markov model(HMM)を用いて、ブログ

サイトから抽出した活動内容の名前，内容，量，セット数の抽出

を行った結果，精度と再現率がほぼ 90%以上であった[3]. 

本研究では，ブログサイトから抽出した活動内容を，ユーザの

要求に応じた可視化を行うための提示手法を提案し，実データ

を用いた実験と考察について述べる． 

2. モチベーション維持支援システム 

本節では，モチベーション維持を支援するシステムの概要お

よび機能について述べる．本研究で開発するシステムは，陸上

競技短距離分野を専門とするブロガの活動記録を自動で登録

する．登録されているブロガの活動記録を用いて，モチベーショ

ンを維持したいユーザに対し，ブロガの実力が自身と対等であ

ればライバルとして意識させ，また，遥かに実力が高いブロガで

あれば活動の内容量を提示し，ユーザの日々の活動に反映さ

せることで，モチベーションを維持させる．またユーザも，自身の

活動内容が他のユーザに提示できるように，自身の活動内容を

システムに登録する．図 1にシステムの構成図を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.  システムの構成図 
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 図 1 のシステムの構成図は，ユーザのアクションを含めたシス

テムの流れを示している．ユーザインタフェースでは，ユーザに

対して活動記録の入力画面やブロガや他のユーザの活動記録

の閲覧画面を提示する．一方，バックエンドサーバでは，活動

記録 DB において，ユーザの活動記録の保存処理とユーザが

閲覧したい活動記録のデータの問い合わせ処理が行なわれる． 

システムは自動で Webから陸上競技ブログをクローリングし，

ブログの記事を読み込んで活動記録の抽出を行う． 

3. 陸上競技ブログ 

本節では，システムで提示されるブロガの活動記録の情報源

である陸上競技ブログについて説明する．陸上競技ブログは，

収集対象であるブロガの活動内容と大会記録が掲載されている． 

3.1 活動内容 

陸上競技の活動内容は，特定の表記であるメニュー名が存

在する．図 2 に活動内容が掲載されたブログの記事例を示す．

ブログの記事中において活動内容の表記は，メニュー名，内容，

量，セット数で構成されている．メニュー名は，陸上競技選手が

行う練習の名前，内容は練習で走った距離や筋力トレーニング

を行う際に設定する負荷，量は 1 セットにつき走った本数や筋

力トレーニングを行う回数，セット数は内容や回数を設定した活

動内容に取り組む回数である． 

 

(➀ : メニュー名 ➁ : 内容 ➂ : 量 ➃ : セット数) 

図 2. 活動内容が掲載されたブログ記事 

3.2 大会記録 

陸上競技の大会記録は，時間で表記され，また短距離分野

においては，大会記録と同時に風速が計測され，追い風なら

「+」，向かい風なら「-」を示す．図 3 に大会記録が掲載されたブ

ログの記事例を示す．①は種目名でかつ選手が走った距離で

あり，選手区分である「M40」は年齢が 40 歳代のクラスを表して

いる．またブロガによっては，出場した大会での順位や，大会新

といった詳しい内容も掲載されている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

(➀ : 種目 ➁ : 記録 ➂ : 風速 ➃ : 選手区分 

➄: 順位 ⑥ : 備考) 

図 3. 大会記録が掲載されたブログ記事 

4. 活動記録の抽出 

本節では，ブロガの活動記録の抽出について述べる． 

4.1 活動内容の抽出 

図 4に抽出の流れを示す．まず収集した陸上競技ブログから

正規表現により活動内容の候補となる単語を抽出する．次に陸

上競技用語辞書を用いて形態素解析による抽出を行う．ブログ

サイトから抽出した活動内容の内容や量をユーザに提示するた

めに，形態素解析による単語分割を行い，隠れマルコフモデル

を用いてメニュー名，内容，量，セット数の抽出を行う． 隠れマ

ルコフモデルは，形態素解析の品詞のタグ付けを行う際に利用

されることもあるアルゴリズムであり，活動内容に含まれる単語に

対して，メニュー名などのラベルを推定するということに類似して

いるため，本研究では，隠れマルコフモデルを用いる[4]．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4. 活動内容の抽出の流れ 

4.2 大会記録の抽出 

ブログに掲載された大会記録は，図 3 のように風速が頻出す

るため，ブログサイトから風速の表記文字を手がかりとし

た正規表現のパターンマッチングによる抽出を行う[2]． 

5. 活動記録の可視化手法 

本節では，架空のデータを用いてユーザのモチベーション維

持を支援するための活動記録の可視化手法について述べる． 

5.1 大会記録の可視化 

図 5 に大会記録の可視化を行った例を示す．このグラフは，

ユーザと他の選手であるブロガや他ユーザと，大会記録を用い

て競争を行わせることを目的としている．図中のユーザをシステ

ムの利用者，目標ユーザをユーザが目標とする記録を保持する

人物，ライバルユーザをユーザと殆ど記録の差がないライバル

となり得る人物とする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5. 記録の推移グラフ 
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図 5 のグラフは，陸上競技短距離の 100mの種目で X 軸を

各選手が出場した大会の日付，Y 軸を走った記録とすることで，

記録を時系列に可視化を行っている．ユーザは初の大会の 7

月 11 日に 3 人の中で一番記録が遅かったため，記録が次に

近かったライバルユーザに勝つため，トレーニングの取り組み方

を変えたとする．すると 2回目の大会である 7月 23日に，記録

を大幅に更新することができたとする．このようなシナリオを想定

し．選手同士で実力の指標である記録で勝負を行い，いつでも

システムで比較ができることから，競争及びトレーニングの取り

組みに対するモチベーション維持が期待できる． 

5.2 活動内容の可視化 

(1) 各々の活動内容を取り組んだ日数の比較 

図 6 に，ユーザが特定期間内に各々の活動内容を取り組ん

だ日数をブロガ及び他ユーザと比較したグラフを示す．これは，

ユーザに対して目標ユーザまたはライバルユーザと比べて取り

組み具合が足りない活動内容を発見させることを目的としたグラ

フである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5. 各々のトレーニング日数を比較したグラフ 

図 6. 各々のトレーニング日数を比較したグラフ 

ユーザは，目標ユーザ，ライバルユーザと各活動内容の取り

組み具合を表す日数で比較することで，図中の腹筋のような自

分が普段からあまり行っていないトレーニングを発見できる．ま

たライバルユーザに，大会で敗北した場合，ライバルユーザは，

ユーザと比べてどの活動内容を多めにやっていることが分かる．

このようなシナリオを想定し，ユーザが他の選手と比べて取り組

み具合が足りない活動内容に対して，次の大会で良い記録を

出すために多く取り組むといったモチベーション維持が期待で

きる． 

(2) レーダチャートによる活動傾向の提示 

図 7に，活動内容をレーダチャートで提示したグラフを示す． 

 

図 7.  レーダチャートによる活動内容提示 

図 7 のレーダチャートは，「筋力」,「全身持久力」,「瞬発力」,

「走技術」,「スピード持久力」と要素を鍛えるトレーニングを，

各々どのぐらいの頻度で行っているかを表示している．図中の

軸はトレーニング数であり，トレーニング数は，特定の期間内で

行った各々のトレーニングの数である．例えば 1 日にダッシュ

100m と 200m を行った場合，これらは瞬発力を鍛えるトレーニ

ングとなるため，瞬発力を強化するトレーニング数を 2 とする．ま

た 200m は持久力も鍛えられるため，全身持久力とスピード持

久力のトレーニング数に 1 を追加する．このようなレーダチャー

トを用いることでユーザが目標とするユーザやライバルユーザと

比べて取り組んでいるトレーニングの不足している要素も発見

できるため，自身のトレーニング傾向に対して見直すといったモ

チベーション維持が期待できる． 

(3) 同一のトレーニングにおける内容の比較 

図 8 に，同一の活動内容に対して，ユーザとブロガが取り組

んだ内容の違いを提示したグラフを示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8. トレーニング内容を比較したグラフ 

図 8 は，特定の期間内で，「ダッシュ」という活動内容を行うこ

とに対して，設定した距離とその距離で走った本数を累計し，選

手同士で比較したグラフの例である．例えば，大会の 200m の

種目にエントリーしている選手は，100m や 400m の種目にもエ

ントリーしていることがある．400m にエントリーする選手は，

100m にエントリーする選手と比べて長い距離を設定してトレー

ニングに励んでいることから，選手によってはトレーニング内容

が異なる．図中のユーザは，ライバルユーザや目標ユーザと比

べて，短い距離を多めに走っている．実際に 200m の種目は，

スピードを維持する持久力も必要となってくるため，次の大会ま

でには，長い距離を多めに走らせるといったモチベーション維

持を促すことを目的として，このようなグラフを用いる． 

(4) 3次元グラフを用いた活動内容の提示 

図 9，10に 3次元グラフを用いた活動内容の提示例を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9.  3次元グラフによる活動内容の提示例 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.  3次元グラフによる活動内容の提示例 2 
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図 9 と 10では，2015年 1月と 3月に，ある陸上競技選手が

「ダッシュ」という活動内容を行ったという設定であり，活動量を

抽出して時系列で表示したグラフの例である．X 軸は時系列，

Y 軸はトレーニングを行った回数，奥行きはトレーニング内容で

あり，このグラフでは走った距離の範囲を表す．例えばある選手

が時期によってトレーニング内容を変えているとしたとき，図 9

では奥行きである距離は短いため，1 月には短い距離を中心に

走っている．一方，図 10は奥行きである距離が図 9と比べて比

較的長く，長い距離を中心に走っている．このように時系列的 3

次元グラフを用いることで，選手が時期によってトレーニングの

取り組み方が違うのが分かる．この 3次元グラフと大会記録を同

時に閲覧した場合，ユーザより記録の良かった選手の大会まで

のトレーニングの取り組み方がわかるため，ユーザは次の大会

に向けて，その選手のトレーニングの取り組み方を参考にして

今後の練習に取り組むというモチベーション維持が期待できる． 

6. 実データを用いた抽出および可視化実験 

本項では，4，5 節で提案した手法用いて，100m の種目にエ

ントリーしているブロガ 2名を選出し，記録の推移グラフとレーダ

チャートを用いて可視化実験を行った．2015 年 6 月 28 日から

同年の 7 月 28 日までの 2 名分のブログ記事から，4 節で提案

した手法を用いて活動内容 105 件と大会記録 7 件を抽出し，

人手でグラフにデータを追加した．図 11，12 に大会記録の推

移グラフおよびレーダチャートにデータをグラフ化した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.  記録の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12.  レーダチャートによる可視化 

 図 11によると，ブロガ Aは，1 ヶ月間で記録が伸びており，一

方，ブロガ Bは伸びていない．図 12の 2人の練習傾向を見て

みると，ブロガ B は A と比べて圧倒的に筋力を鍛えるトレーニ

ングを多く取り組んでいるが，技術を鍛えるトレーニングの取り

組み具合が不足している．記録の推移グラフと練習傾向を示す

レーダチャートによる同時の可視化は，記録が伸びていないブ

ロガ B に対して，技術を鍛えるトレーニングを多めに行うことを

促し，また筋力を鍛えるトレーニングの取り組む頻度を控えめに

するといったことを促す． 

考察については，2015年 6月 28日から 7月 28日までの 2

名分のブログ記事から、100m の種目の大会記録を抽出した結

果、未抽出の大会記録が存在せず，不要なデータも抽出しな

かった．しかしながら，活動内容は不要な抽出データは 1 件も

抽出しなかったものの，「接地感覚の調整」，「チューブトレ」とい

った内容や量が付随されていない特徴的な表記である活動内

容が抽出できなかった．  

レーダチャートによる結果は，記録が伸びていないブロガ B

は「ベンチプレス」や「グルートハムレイズ」といったウェイトトレー

ニングを多め行っていたため，筋力を鍛えるトレーニング数が一

番高い結果となった．一方，ブロガ Aは技術を鍛えるトレーニン

グである「スプリントドリル」を多めに行っていたことから，走技術

が一番高い結果となった． 

7. まとめ 

本研究では，陸上競技選手を対象としたモチベーション維持

を行うためのシステムを提案した．そこでユーザに対して，ライ

バル候補となる選手の情報を提示するために，Web から陸上競

技ブログを取得し，ブロガの活動記録の抽出及び可視化手法

を提案して，抽出したデータを用いて可視化実験を行った．

100m 種目にエントリーするブロガを選出した結果，記録が伸び

ている選手が伸びてない選手と比較して，技術的なトレーニン

グを多く取り組んでいることがわかった．今後は，抽出したデー

タを自動でグラフに追加し，実際にユーザに利用してもらうこと

で，モチベーション維持できるかどうかの実験を行う． 
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